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早瀬 紘一

今や周知となった 5S は「整理，整頓，清掃，
清潔，しつけ」の頭文字の５つのＳからなって
いる。その基本的な考え方は「経済活動の中で
の無駄」を排除することにある。工場の中での
工具の管理を例にとると「必要な種類と量の工
具がいつも同じ場所に置いてあり，使った後
は『次に使う人のことを考えて』必ず元の場
所に戻しておく」ことである。つまり「Think 
of others を常に意識すること」。このようにす
ると工具を工場のどこにあるかを探す必要がな
い。工場の中では「探す時間」は全く生産に寄
与せず，最も嫌われる無駄な時間である。重複
する工具を無駄に買い込み，経費を無駄遣いす
ることもなくなる。

この考え方を今後のマレーシ
アの経済成長に取り入れたら
どうかと思うのである。

強 調 し た い の は こ の
“Think of others”である。
マレーシアでは残念ながら，
こ の 考 え 方 が 高 い レ ベ ル で
人々の意識の中に定着していると
は言えない。

車の運転マナーを例にとる。マレーシアは全
世帯の 93%が車を保有し，世界第３位の保有率
という。２台以上保有する世帯の割合は 54%
で発展途上国の中では飛び抜けて高い。

全般的に見て他の発展途上国と比較すると交
通マナーはいい方だろう。特にクラクションを
ほとんど鳴らさないのは，一種の品性を感じさ
せる。

しかしながら改善すべきことはまだまだ多い。
例えば，常時左折可のレーンを直進車が塞い

で左折する車を無駄に待たせている。右折した
い車が停車して待っていると直進すると思って
いた対向車がターニングシグナルも出さず，左
折していく。ターニンクシグナルを早めに出し

てくれれば右折車が待つことはなかった。こう
いう小さな無駄がたくさんある。

こういう無駄が１日に１台当たり 10 分あっ
たとする。そのうちの半分，５分間が生産活動
に使えたとする。１日に 1,000 万台が走り，平
均２人が１台の車に乗った場合で試算してみ
る。５分× 1,000 万台×２人＝ 100,000,000 分。
約 167 万時間・人分の生産増になる。１日当り
167 万人の人が１時間働いた分の GDP が押し
上げられることになるのである。バカにできな
い数字である。

もう一つ確実に無駄が排除できるのはエアコ
ンの設定温度を３度ほど高くすることである。

マレーシアは自国の良質な石油を輸
出し価格の安い石油を輸入して発

電している。東南アジアの国々
は例外なく冷房を効かせすぎ
る。ホテル，事務所，レスト
ラン，車の中，で普通の日本
人には寒いと感じさせるほど

エアコンを効かせている。設定
温度を３度高くするだけで石油輸

入をかなり減らすことができるのであ
る。

私のローカルの友人のオフィスでは「エアコ
ンがないと気絶する」と言ってエアコン設定温
度を 21 度前後にしている。日本並みの 28 度は
無理にしても 25 度前後にならないものかと思
う。私のビジネスパートナーのオフィスなので
私は週に二回はこのオフィスに行く，その都度
長袖の綿のカーディガンか薄手のジャンパーを
持っていく。それでも３時間以上中にいると体
が芯から冷えてくる。

いずれも「どうにかならないものか」，コン
サルはつい意識してしまう。
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